
東京湾の海苔篠に着生ナる

緑藻について (1)

岩本康三*

K. IWAMOTO: On the green algae growing on 
the Nori-culture-net in Tokyo Bay 

東京湾では近年海苔漢の移植に伴なって，今まで養殖の主体であったア

サクナノリが姿をひそめて，北方種のスナピノリが乙れにとってかわったと

とは，今や周知のと ととなっている。これと同時!と以前には東京湾でみられ

なかった，数種類の緑藻が海苔官民l乙着生しだしたことも，業者，研究者の人

達のひとしく認めていると乙ろである.そして最近新崎博士は業界誌「海苔

タイムスJ1ζ 乙れら緑磁の生態について述べておられるが，未だ詳細には触

れておられない

筆者は，東京水産大学の殖回教授の多大の御配慮により，これら緑藻に

ついて主に分類学的に調べ，今日までに Capsosiphonfulvescens， Entero-

morρha nana及び Monostromasp.の3種を認め一応の知見を得たので報

告する。

本文を草する!とあたり，重々御便宜を賜った東京水産大学殖回三郎教授.

片田実助教授，北海道大学山田幸男教授に心から感謝いたします。又東京水

産大学の三浦昭雄助手lとは常IC有形無形の御援助をいただきました乙とを厚

く感謝します。

1. CapsosiPhon fulvescens (AG.) SETCHELL and GARDNER カプサア方

ノリ (時四， 1942). 

採築地: 木更津，羽田 (1958年1月， 2月).

この緑藻は濃緑色の太さ 2~5mm ，こ達する管状スは雨A状のもので，

15cm i立までに伸長する単条体である。一見ポクアオノ日を忠わせるが(図

1) ， 体質が非常に脆弱なことと，表面観でほぼ四角形の細胞が 2~4 個宛グル

ープをなして縦列してお り(写真 1，21，ζれらは体の生長につれて縦列が乱

れて areolateして くるのであるが(写真 3)，こ の様なことからボクアオノ リ

骨東京水産大学
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1. Capsosiphonの細い体の一部，約 60倍. 2同上のー部，約 280i~ . 3.細胞の配列

がやや areola七eしている部分，約 250倍. 4.分脱した細胞，U，約 130依 5.まるま

った細胞~'i~ ， 外If百にのみ透明t'1がある，約 130 {，古. 6.配偶子嚢(?)!tl，約 250倍.

7. 7キネート様の細胞，約 250倍.
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図説明

Cα;psomphonの全形(羽田鹿)x 1. 

(a. b). COLLlNS (1903)より複写.

NEWTON (1931)より模写.

(95-99). J. AGARDHより模写.

(b， b'，巴). KUTZINGより模写.
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岩本; 東京湾の海苔2院に着生する緑藻について (1) 7 

等のアオノリ類と明瞭に区別がつしかような性質の他に，体腔面lζは体の

外面』ζあるような透明層 (hyalinelayer)がないとと(写真 5)，更feCOLLINS 

(1909)が指摘しているように，細胞の縦列部はカパーグラスを圧えることに

より， 1Flj又は 2列の細胞;骨子lC分離する乙とも著るしい特徴である(写真 4)，

そして ζれら細胞祁:は体腔面を外lとしてまるまってくるが(写真 5)，との現

象は体腔面に透明層を欠いていることから当然予想される乙とである。

生殖細胞は体の上端から段々に作られてくるようであって 2本の繊毛

をもった配偶子と思われるものが l細胞中lζ30個以上形成される， また乙

れら配偶子袈(1)群(写真 6)の中lζ単独に又は数細胞かたまって厚膜化して

いるアキネート機のものが散見された(写真7).

さて，乙の緑誌を最初に記載した人は C.AGARDHで，彼が 1821年lζ

Ulva ful官ω、censという名前でスカンジナピア産のものを報告して以来， 多

くの研究者により世界各地から発見されて， 今日まで Ulvafulvescens (C. 

AGARDH， 1821: ARDlSSONE， 1886)， Solenia fulvescens (C. AGARDH， 1824)， 

Ilea fulasce出rFRIES，1825; J. AGARDH， 1882; GANONG， 1898; COLLINS， 

1900， 1903， 1909)， Ulva aureola (C. AGARDH， 1829; COLLINS， 1882， 1884， 

1888; MARTINDALE， 1889; BRITTON， 1889)， Enteromoゆhafulvescens 

(KUTZING， 1843， 1849)， Ent. aureola (KUTZING， 1856; HAUCK， 1885; DE TONI， 

1889; SETCHELL and GARDNER， 1903)， Capsosiρhon aureolus GOBl， 1879; 

NEWTON， 1931)， CapsosiPhon aureolum (COLJ.INS， 1894)， Capsosiρhon 
fulvescens (SETCHELL and GARDNER， 1920; HAMEL， 1930; TAYLOR， 1937， 

1957; TOKIDA， 1942; KYLIN， 1949)等の名前で報告されており，今日では

Caρ'sosiphon fulvescens (C. AG.) SETCHELL and GARDNERとし、う名前が一般

に通用している。

本邦では時田が 1937年 12月と 1941年 1月及び 4月lζ，北海道有珠で

海苔筏などlζ若生しているものを発見し， 1942年IC報告している。それ以外

は誰の報告もなかったが， 1958年になって新附が「海苔タイムス」紙上で，

この緑藻が有珠をはじめ岩手県，宮城県，福島県，東京湾，伊勢湾等の海苔

篠lζ見られる乙とを述べている。

Capsosi.ρhonなるものは DETONI， COLLlNS， SETCHELL and GARDNER， 

HAMEL， K YLIN及び TAYLOR等の記載では，細胞が Gloeocapsa様であると

述べてあり，事実 COLLINS(1903)の図(図 2)や KYLIN引用の NEWTONの図

(図 3)も細胞の本体を著しく小さく， 細胞膜は層をして非常に厚く描かれて
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8 議類第7巻第1号昭和 34年4月

あるし，又細胞の形や大きさが著しく不揃いであったり，母細胞膜が極めて

明瞭であったり，縦列する細胞列の独立性が著るしかったりするので，上記

の人達の記載は，Ilea fulvescensの名前で本植物を詳述図示したJ.AGARDH 

の概念とは，かなりの喰い違いがあるのである(図 4)0

然らば Gloeocaがaなるものを最初に引き合いに出したのは誰であるか

というと，筆者の調べでは KUTZINGで彼は Tab.Phyc. (1856) 1ζ於いて，そ

の図(図5)説明に -b.Formlose aus gloocapsoidischen Zellen gebildete 

Gallertmasse， aus welcher einfachen Faden (b') hervorwachsen， welche 

den jungsten Zustand der Species representierenーとあって，彼の図では

所謂 Gallertmasseの細胞は勿論，直立体の細胞も艇は相当厚く層をなして

いる。その後 DETONI (1889)は一 cellulisrotundatis vel ovoideis， 

Gloeocapsae ad instar membrana crassa cinctis，ーと，本植物の細胞が

Gloeoゆasa様に細胞膜が幾重にも層をなしていると述べている回

これに対してJ.AGARDHの記載 (1882)には Gloeocapsaなる言葉は見

当らないし，彼の図にもそのような様子はみえない。又時国の報告にも，

Gloeocapsaなる言葉は使われていないし，凶にもそのような様子がない。そ

して今度の筆者の標本は体腔面の構造をのぞいてJ.AGARDHの記載に最も

近い。体腔面の構造は時-回の図と一致する.とのように Gloeocatsa様の細胞

であるということは，何時の場合にも当てはまる性質ではない。

又東京湾の標本では， COLLlNSが図示しているような枝(図2a)の出る

ζ とは稀であって，基部近 くから数本の小枝の出ているものが観察された，

又 KUTZINGの図示している直立体をだす Gallertmasseは見当らなかった。

この Gallertmasseがあるということは， KUTZINGも同時に図示しているよ

うに，この植物の器部細胞が仮根となって他物に固着する性質から考えると

疑わしい乙とである。

生殖細胞については従来 BLlDlNG(1935)によって， 4本の繊毛をもった

滋走子のみが報告されているが，筆者の材料では 2本の繊毛をもった配偶子

( ? )が観察され，その上アキネート様のものが配偶子嚢(? )群中lと散見され

た(写真 7}0アキネートは Monostromabullosumや Prasiolaの類で存在が

報告されている (WILLE，1906; F悶百CH，1935)0 

次lζ CoLLlNS(1903)の記載から興味ある部分を紹介してみると Ca戸0・

sithonは，その最良の生育場所は淡水の流れと む干満線開， しかも干潮時l乙
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は海水が全く淡水と交換するような所であって，北米大西洋岸の MaineHiか

ら NewJersey 州へかけて分布している。又カナダの NewBrunswick 州の

海岸から 20哩はなれた Sllssexの賊水泉からも発見されている。さらに彼の

記す所では， 1920年7月ICMaine 州 Cutlerで長さ 1m，径2cmlC逮するE

大なものが採取されており，更に同年同月に FARLOWも亦 NewBrunswick 

州 Campobellsで同様lC大きなものを採っているψ

体長に関しては， KYL到によればスェーデシ西岸のものは体長僅かに 1

-3cmであり， J AGARDHのものは 2-3pollices (約 2-3寸)の体長とあ

り， ドイツのキーノレで採取された REINBOLDの腸棄は 5-6cmであった。

Capsosi phonは，その体基質，細胞の性質と配列及びアキネートの存在

などから考えて EnteromorPhaより MonostromaIC近縁と思われる。しか

らば，その体が管状であることから，特異なものとされている Monostroma

groenlandicumと比較した場合どうであろうか，それは次のようである。

Cap8oBiphon 

1. 体質は柔かく脆弱。

2. 表面観で細胞は 1 偲叉は 2~4 佃宛グ

Jレープをなして(母細胞膜は顕著ならず)

縦列し，叉 areolateしている。

3. 体腔内にゼラチン質なし体腔商に透

明屈を欠く。

4. 断面観で細胞は僅かに丈の高い楕円形

をなす。

M. groenlandicum 

1. 体質はもろく粗則。

2. 表面観で細胞は 1 偲，叉は 2~4 個宛

Capsule状の母細胞膜中にあって，体基

質中に不規則に散在する。

3. 体腔内に細胞より分泌されたと恩われ

るゼラチン質あり。

4. 断面観で細胞は丈が著るしく高い。

この他に両者の分布を比較すると，Ca.ρ.は M.gr.よりも大体暖い地方

に見られる様である，しかしアラスカの St.Michaelといった寒地からも発

見された記録もある (SETCHELLand GARDNER， 1903)，又北米 Massachllsetts

測沿岸では両者共みられるようである。本邦では北海道のj享岸及びその近辺

lζ M.gr.がみられ，それに一番近い Caρ.の産地は北海道有珠である。

両者の細胞の配列，性質のみを他の Monostromaと比較すると，Ca.ρ. 
は M.areolalum 1ζ最も近いようであり，一方 M.gr.は M.quaternarium 

と酷似している。

E. nanaとMonostrωnasp.については次固に述べる。

- 9 
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Summary 

1. 1 observed 60me specimens of Cap.~o.~iphon fulvesceηs (C. AG.) S. & G. 
col1ected from the Nori-cu1ture-net at Kisarazu and at Haneda， Tokyo Bay. in 
January and February. 

2. Capsosipho叫 wasfound in Japan from Usu Bay， Hokkaido， and reported 
only once by Prof. J. TOKIDA， Hokkaido University， in 1942. 

3. According to Dr_ M. ARASAKI， Tokyo University， Capsosiphon is 
found at present from the Nori-culture-net in Usu Bay， Hokkaido， several 
places in Iwate Pref.， Matsukawa-ura， Fukushima Pref.， Tokyo 8ay and in Ise 
8ay， Aichi Pref. 

4. The cells forming the fronds are rather angular and not Gloeocα.psαー

like as dωcribed by various r伺 earchers.
5. Remarkable differences are prωent among the previous figures of 

KUTZING. J. AGARDH， COLLINS， NEWTON and TOKIDA， and the present 

specimens resemble that of J. AGARDH. 
6. The frond is 目白paratedinto 1-2 cells series in row自 when pre回 ed

under the cover glass as mentioned by CoLLINS. These rows of cells curl 
when water is introduced. This phenomenon is due to the lack of the hyaline 
layer on the inner face of the cavity. 

7. More than thirty 2・ci!iatedgametes (7) are produced in the each game-
tangia (7). and 1 have no七observedany 4-ciliated zoωporωwhich have been 
observed by BLIDING. 

8. The akinetes (7) have been observed here and there among the game-
tangia (7). 
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紅藻ヒメヒビロウドの雌性生殖器官

の構造とその発達について

川 嶋昭 一

S. KA W ASHIMA : On色hestructure of the female organ 
and its developm申ntof D叫drB8nayC!m初'imaOKAMURA 

ヒビロクド属 (Dudresnaya)の雌性生殖器官の構造とその発達lζ関する

研究はすでICD. coccineaについて BORNETet THURET (1896)， OI.TMANNS 

(1898)及び KYLlN(1923， 1937)が，D. crassa について HOWE(1905)及び

T A YI.OR (1950)が D.jaρomcaについて岡村 (1908)及び広瀬 (1949)が行っ

ており，各種類によってその形態と袈果形成までの過程lζ多少の差異は認め

られるが，結局 2個の癒合制胞が出来る点ではいづれの種類でも同様である

ととが報告されている。しかし1'AYLORは D.crassa Iζ於いては癒合細飽は

むしろ 1個のこともあり，又全く これを作らないものも多く観られるなど極

めて種々な例をあげてカルポゴ γ受精直後の発達過程に関しては上記の各研

究者とはかなり異なる見解を発表している。次に D.minima(ヒメヒピロク

ド}は岡村 (1932)1ζよって発表されたがその報告中では助細胞について簡単

に触れているに過ぎない。その後，長谷川(1949)はこれを北海道奥尻島より

報じ，カノレポゴン校，助細胞及び誕果の形態的性質を明らかにしたが，それ

後北海道水産部水笠潔
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